
令和5年度　学校評価結果

1.令和5年度　自己点検・自己評価結果

1)実施時期：　令和6年2月～3月

2)対象者　：　教職員13名

3)評価基準：   ３ 当てはまる　２ やや当てはまる　１ 当てはまらない

4）結果
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Ⅶ広報

ホームページの更新や学院だよりの発行、進路説明会は、計画に沿って実施した。学院だよりの活用及

び高校生への情報発信方法については、今後検討が必要である。学生募集については、高校訪問の回数

を増やし新たに新聞折込広告を取り入れた。次年度も継続して実施する。また、将来の看護職確保対策

及び地域住民に本校の理解を得るためにOut  of KidZania in白河2023に出展した。今後、さらに本校独

自の事業を展開する。

社会貢献として、複数の保育園から職員対象研修会の講師派遣依頼があり、複数の教員を派遣した。ま

た、地域の行事に学生が参加した。国際交流として、海外からの留学生の受け入れ体制は整っていな

い。国際的視野を広める授業については、海外での活動の経験がある看護師による授業を設けた。実際

の映像などを含めて学生は関心を高める機会になった。

JA福島厚生連の理念に基づき、地域に貢献する人材育成を目指す内容になっている。新カリキュラム

になり2年が経過したが、本校の特徴を踏まえた教育理念、教育目標について学生に浸透しているとは

言い難く、今後も日頃から学生たちへの意識づけを行っていく。

新カリキュラムの特徴としてシミュレーション学習や臨床判断能力を養う内容を組み入れ実践してい

る。終了した科目の評価や新たに始まる実習について検討を重ねている。学習支援担当別に学生個々の

指導を実施することで、学力の向上につながっている。

今年度は定員を上回る学生を確保することができたが、令和6年度入学生においては満たすことができ

なかった。18歳人口の減少や医療従事者の職種の多様化等により、今後も学生確保が困難な状況が予

測されるため、学生確保対策としての新たな広報活動を実施していく。国家試験対策では、個別指導や

教職員による直前ゼミナールを実施し、学生の学力向上に努めた。卒業生に対する卒後支援として、カ

ムバックデイを計画的に実施し離職防止につながっていると考えられるため、今後も継続していく。

会議や教員の研修、教科外活動など、予算計画、年間計画に沿って運営することができた。一人の教員

がもつ業務が多いため、業務改善として継続して業務の効率化及び業務整理に取り組んでいく。

整備が必要な箇所が数か所あるが、随時施設設備担当者および業者と対応している。

今年度は、関連病院及び施設において現場研修を実施した。また、専任教員ラダーに基づき授業参観や

公開授業を計画的に実施した。研究活動については、約4割の教員が取り組むことができている。次年

度は、研究に取り組む時間の確保を課題とし、支援していく。
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評価項目

Ⅰ教育理念・教育目的

Ⅱ教育課程・教育活動

Ⅰ教育理念・教育目的

Ⅱ教育課程・教育活動

Ⅲ入学・卒業対策

Ⅳ管理運営・財政

Ⅴ施設設備

Ⅵ教職員の育成
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Ⅳ管理運営・財政

Ⅴ施設設備

Ⅵ教職員の育成


